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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇

・既習内容を正確に理解することができている。

○ ○

1
合計

70

1

３
学
期

不均等な時間（内山節） 具体的事例から一般論への展開と、対比の構造とを手掛かりと
して、近代化と時間の合理性との関係を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・近代における時間について述べた文章を読み、自分の意見や
考えを論述する。

〇 〇 〇

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○ ○ 9

法律の改正に関わる文章を読み比べる ・改正前後の法律文を読み比べて必要な情報を読み取り、複数
の文章を関連付けながら理解したことをまとめる。
・文章に含まれている情報を相互に関連づけながら、内容を解
釈する方法を学ぶ。
・異なる形式で書かれた複数の文章を読み、理解したことをま
とめる。

〇 〇 〇

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○ ○ 8

定期考査 ・既習事項の確認

○

定期考査 ・既習事項の確認 〇 〇 ・既習内容を正確に理解することができている。 ○ ○

・既習内容を正確に理解することができている。 ○ ○ 1

6

フェアな競争（内田樹） ・筆者が自説を述べるための論の進め方を捉え、「社会的共通
資本」と「フェアな競争」との関係を押さえる。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。

○ 〇 〇

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○ ○ 6

現代の「世論操作」（林香里） ・情報操作の具体例を通して筆者が提起する課題を理解し、メ
ディア社会に生きる者として問題意識を持つ。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

〇 〇 〇

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○

6

○ ○

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

○

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ 〇 〇

8

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○ ○

○

○

6

・既習内容を正確に理解することができている。 1

6

4

○

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

○ ○

1

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの伝え合う力を高め、自
分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

・既習内容を正確に理解することができている。

現代の国語

配当
時数

（1組：水島）

【 知　識　及　び　技　能 】 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

国語 現代の国語

（2組：水島） （3組：水島） （4組：地橋） （5組：地橋）

態

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

精選 言語文化（第一学習社

国語

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他社との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深め
たりすることができるようにする。
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を
通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

教科 国語 科目 現代の国語

2

〇〇

○

○

6

論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることがで
きるようにする。

〇

〇

（6組：地橋）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

〇

・具体（例示）と抽象（意見）の関係を整理して論理構成を把
握し、筆者が主張する言語の性質を理解する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・言葉には、認識や思考を支えるはたらきがあることを理解す
る。

・東西の対比関係を用いながら、日本の水文化に見られる特徴
について論じる叙述の方法を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

○

〇

〇

〇

〇

１
学
期

「生き物」として生きる（中村桂子） ・筆者の提案する人間の生き方について、文章構成をもとに把
握し、自分に照らして考えを深める。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。

・話し言葉と書き言葉の特徴を理解する。
・相手・目的・場面に応じた言葉遣いを理解する。
・相手により伝わりやすい表現方法を理解する。

〇 〇

○ ○

〇

〇

定期考査 ・既習事項の確認 ○ ○

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとして
いる。
・論理的に考える力や深く共感したり、豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高
め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができ
る。

〇

定期考査

言語活動
話し方の工夫

〇 〇

２
学
期

定期考査

ものとことば（鈴木孝夫）

水の東西（山崎正和）

・既習事項の確認 〇 〇

無彩の色（港千尋）

・既習事項の確認

・ネズミ色のイメージをマイナスからプラスに転じる論展開
と、筆者が論拠としてあげる事例を把握する。
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけながら、内容を解
釈する。
・日本文化について述べた文章を読み、自分の意見や考えを論
述する。
・常用漢字を文や文章の中で活用する。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにする。



1／1

年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

〇 〇
・既習内容を正確に理解することができている。

○ ○

1
合計

70

1

３
学
期

単元12「漢文の学習」
単元13「訓読に親しむ」

・我が国の言語文化についての理解を深
めるために、古典としての漢文を読むこ
との意義を知る。
・返り点の種類と使い方。助字のはたら
き、再読文字の種類とよみかたを習得す
る。

〇 〇

・古典の世界に親しもうとしている。
・返り点の種類と使い方。助字のはたらき、再読文字
の種類とよみかたを習得し、適切に漢文を読解するこ
とができている。 ○ ○ ○ 9

単元14「狐借虎威」
単元15「蛇足」

・故事成語や各原意多く触れることによ
り、語句の量を増やし、語彙を豊かにす
る。

〇 〇

・「狐借虎威」「蛇足」を訓読することができてい
る。
・「狐借虎威」「蛇足」に示された寓意を理解し、故
事成語に対する認識を深めることができている。
・故事成語に関する意見を他者と共有し理解深化を図
ることができている。

○ ○ ○ 8

定期考査 ・既習事項の確認

○

定期考査 ・既習事項の確認 〇 〇 ・既習内容を正確に理解することができている。 ○ ○

・既習内容を正確に理解することができている。 ○ ○ 1

6

単元11「折句を用いて短歌を作る」 ・折句を用いて、感じたことを短歌で表
す。
・我が国の言語文化に特徴的な折句の表
現の技法とその効果について理解する。

○ 〇

・折句の技法や規則を正しく理解し、折句を用いて、
感じたことを短歌で表すことができている。
・折句に関する意見を他者と共有し理解深化を図るこ
とができている。

○ ○ ○ 8

単元９「枕草子」
単元10「夢十夜」※補助教材として「現代
の国語」を用いる

・語句の意味、用法を的確に理解し、語
彙を豊かにするとともに、文体や修辞な
どの表現上の特色をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、
情景、心情の描写などを的確にとらえ、
表現を味わう。

〇 〇

・『枕草子』『夢十夜』に示された語句の意味、用法
を的確に理解することができている。
・『夢十夜』を読んで登場人物の発言の意図や心情の
描写を的確にとらえることができている。
・２作品に関する意見を他者と共有し理解深化を図る
ことができている。

○ ○

領域
評価規準 知

○

○

6

・古典の世界に親しもうとしている。
・歴史的仮名遣いや古今異義語について、文語のきま
りを理解することができている。

○ ○ ○

○

○

6

・既習内容を正確に理解することができている。 1

○

・「宇治拾遺物語」の諸段に表されているものの見方
や考え方を捉え、内容を正確にとらえたうえで解釈す
ることができている。
・「宇治拾遺物語」に示された語句の意味を理解し、
語彙を豊かにすることができている。

○ ○

1

・『竹取物語』に示された語句の意味、用法を的確に
理解することができている。
・『竹取物語』を読んで登場人物の発言の意図や心情
の描写を的確にとらえることができている。
・『竹取物語』に関する意見を他者と共有し理解深化
を図ることができている。

・既習内容を正確に理解することができている。

6

○ ○ ○

○ ○ ○

言語文化

配当
時数

（1組：地橋・髙杉）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 言語文化

（2組：水島・髙杉） （3組：地橋・髙杉） （4組：水島・髙杉） （5組：地橋・髙杉）

態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

精選 言語文化（第一学習社

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深め生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

教科 国語 科目 言語文化

2

〇

○

○

6

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすと
ともに、創造的に考える力を養い、他者との関わり
の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにする。

〇

（6組：水島・髙杉）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他社や社会に関わろうとする態度
を養う。

〇

・語句の意味、用法を的確に理解し、語
彙を豊かにするとともに、文体や修辞な
どの表現上の特色をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、
情景、心情の描写などを的確にとらえ、
表現を味わう。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語
彙を豊かにするとともに、文体や修辞な
どの表現上の特色をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、
情景、心情の描写などを的確にとらえ、
表現を味わう。

・既習事項の確認

6

4〇

・情景にこめられた孤独感など、作品に表れているも
のの見方や考え方を捉え、内容を正確にとらえたうえ
で解釈することができている。
・「僕」「父」の心情など、作品に表れているものの
見方や考え方を捉え、内容を解釈することができてい
る。

・「伊勢物語」の諸段に表されているものの見方や考
え方を捉え、内容を正確にとらえたうえで解釈するこ
とができている。
・「伊勢物語」に示された語句の意味を理解し、語彙
を豊かにすることができている。

○ ○

〇

定期考査 ・既習事項の確認 ○ ○

・『羅生門』に示された語句の意味、用法を的確に理
解することができている。
・『羅生門』を読んで登場人物の発言の意図や心情の
描写を的確にとらえることができている。
・『羅生門』を読んで得た自分の気づきや意見を他者
と共有し理解深化を図ることができている。

○

〇

〇

〇

〇

単元６「甃のうへ（三好達治）」
単元７「I was born（吉野弘）」

・文語で書かれた詩のリズムや表記の特
徴を理解し、作品にこめられた作者の心
情を捉える。
・散文詩に親しみ、「I was born」とい
う言葉がどのようなイメージで捉えられ
ているかを読み取る。

○

〇

１
学
期

単元１「古文入門」 ・我が国の言語文化についての理解を深
めるために、古典の世界に親しむことの
意義を知る。
・主として歴史的仮名遣いや古今異義語
について、文語のきまりを理解する。

・古典の文章に慣れるとともに、現代に
通じる話のおもしろさや人間描写の巧み
さを知る。
・説話という文章の種類を踏まえて、内
容や展開を的確に捉える。

〇

〇

〇

定期考査

単元８「伊勢物語」 ・話の中で和歌が果たしている役割を押
さえ、歌物語の特徴と読み解き方を理解
する。
・歌物語では感動の中心が歌にあること
を理解し、内容や展開を的確に捉える。

単元２「児のそら寝」
単元３「絵仏師良秀」

〇

２
学
期

定期考査

単元５「なよ竹のかぐや姫」

単元４『羅生門』

・既習事項の確認 〇 〇



1／1

年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

定期考査 ・既習事項の確認 ・既習内容を正確に理解することができてい
る。

○ ○ ○

〇 1

13

13

1

単元11『舞姫』
・深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばす。
・自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色
をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。

・『舞姫』に示された語句の意味、用法を的
確に理解することができている。
・『舞姫』に示された文体や修辞などの表現
上の特色をとらえることができている。
・『舞姫』を読んで、「太田豊太郎」の「エ
リス」に対する心理の変化をとらえることが
できている。

○ ○ ○

単元12『檸檬』
・深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばす。
・自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色
をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。

・『檸檬』に示された語句の意味、用法を的
確に理解することができている。
・『檸檬』に示された文体や修辞などの表現
上の特色をとらえることができている。
・『檸檬』を読んで、「檸檬」に仮託した
「私」の心理を的確にとらえることができて
いる。

○ ○ ○

定期考査 ・既習事項の確認 ・既習内容を正確に理解することができてい
る。

〇 ○

定期考査 ・既習事項の確認 ・既習内容を正確に理解することができてい
る。 ○ ○ ○ 1

単元７『小説はどう読めばいいのか？』
単元８「短編小説作品の創作演習」
・生涯にわたる社会生活に必要な国語の知
識や技能を身に付ける。
・言葉を通して他社や社会に関わろうとす
る態度を養う。

・情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増
やし、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き、語彙を豊かにする。
・文体の特徴や修辞などの表現技法について、体
系的に理解して使う。

・小説先品の表現上の特徴と言葉の効果を理解
し、例示作品の内容を的確に捉えることができて
いる。
・例示した作品に描かれている情景や作者の意図
を読み取ることができている。
・小説作品についての基礎的な知識を身に付け、
実践的に短編小説作品を創作することができてい
る。

〇 〇 〇 16

○ ○ 12

単元５『捨てない女』
単元６『夏の花』
・深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばす。
・自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色
をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。

・『捨てない女』『夏の花』に示された語句の意
味、用法を的確に理解することができている。
・『捨てない女』『夏の花』に示された文体や修
辞表現上の特色をとらえることができている。
・２作品を読んで、ゴミを捨てない「わたし」の
心理を的確にとらえることができている。

○ ○ ○ 12

教科 国語 科目 文学国語

3

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他社や社会に関わろうとする態度
を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

南塚・竹内

国語 文学国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに、創造的に考える力を養い、他者と
の関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い
や考えを広げたり深めたりすることができるよ
うにする。

精選文学国語（三省堂）

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

文学国語

【 知　識　及　び　技　能 】

合計

105

単元４『こころ』
・深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばす。
・自分の思いや考えを広げたり深めたりす
ることができるようにする。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色
をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。
る。

・『こころ』に示された語句の意味、用法を
的確に理解することができている。
・『こころ』に示された文体や修辞などの表
現上の特色をとらえることができている。
・『こころ』を読んで「私」や「Ｋ」の発言
の意図や心情の描写を的確にとらえることが

○

３
学
期

２
学
期

単元１『ひよこの眼』
単元２『神様』
・深く共感したり豊かに想像したりする力
を伸ばす。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色
をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。

・『ひよこの眼』『神様』に示された語句の
意味、用法を的確に理解することができてい
る。
・『ひよこの眼』『神様』に示された文体や
修辞表現上の特色をとらえることができてい
る。
・２作品を読んで、登場人物の発言の意図や
心情の描写などを的確にとらえることができ
ている。

○ ○ ○ 16

指導項目・内容 評価規準
配当
時数

定期考査
〇 〇

〇 〇 〇 16

１
学
期

単元の具体的な指導目標 知 思 態

2

定期考査
〇 〇 2

単元３『山月記』
・深く共感したり豊かに想像したりする力

を伸ばす。
・自分の思いや考えを広げたり深めたりす

ることができるようにする。

・語句の意味、用法を的確に理解し、語彙を豊か
にするとともに、文体や修辞などの表現上の特色

をとらえる。
・文章を読んで、書き手の意図や人物、情景、心
情の描写などを的確にとらえ、表現を味わう。

・詩歌の表現上の特徴と言葉の効果を理解し、例
示した詩歌の内容を的確に捉えることができてい

る。
・詩歌に描かれている情景や作者の心情を読み取

ることができている。
・詩歌についての基礎的な知識を身に付け、実践

的に詩歌を創作することができている。
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

○

・基礎的な小論文の構成や書き方に
ついて学ぶ。
・反論を想定して書く書き方につい
て学ぶ。
・課題文型小論文を書くために正確
に読み取る練習をするとともに、そ
こから意見を構成する練習をする。
・統計資料を読み取って書く練習を
する。

・自己紹介ゲームや言葉のストレッ
チ体操などのゲーム等を通して、人
と言葉で伝えあうための基礎を学
ぶ。
・ニュース原稿などを書くことで、
書いて伝える方法を深める。

○

国語 国語表現

【知識及び技能】

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

単元１「言葉と出会う」
・生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付ける。
・他者との関わりの中で伝え合う力
を高める。
・言葉がもつ価値への認識を深め
る。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○

（　5,6組：山岸　）

態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

教科 国語 科目 国語表現

2

『国語表現』大修館書店

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

国語表現

（　3,4組：山岸　）

【 知　識　及　び　技　能 】

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を
深め、言葉を通して他者や社会に関わろう
とする態度を養う。

配当
時数

○ ○

・作文と小論文の違いについて正しく理解
できている。
・対立する意見についても考慮し、説得力のあ
る小論文を書くことができている。
・課題文を適切に要約することができている。
・統計資料を適切に分析したうえで、小論文を
構成することができている。

○

24

合計

70

【思考力、判断力、表現力等】

18

28

・誤った仮名遣いや送り仮名を正しい表記に修
正することができている。
・常体と敬体の違いを理解し、文末表現を統一
させることができている。
・相手に応じて敬語を適切に使い分ける
ことができている。
・適切な接続表現を使用し、一定の量の文章を
書くことができている。

○ ○ ○

他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

○

○

・言葉を使用したゲームを通して、コミュニ
ケーション能力を高めることができている。
・必要な情報を整理し、事実を客観的に伝える
ことができている。

○

○○

○ ○ ○

領域
評価規準 知

２
学
期

１
学
期

３
学
期

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

単元２「伝える、伝え合う」
・他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを深めた
りする。
・言葉を通して他者や社会に関わろ
うとする態度を養う。

単元３「小論文・レポート入門」
・生涯にわたる社会生活に必要な国
語の知識や技能を身に付ける。
・言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、言葉を通して他者や社会
に関わろうとする態度を養う。
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ ○

16

2

【新しい古典文法】漢文文法【グ
ランステップ】漢文入門、白紙文
集、史記

・本文中の語句の意味や用法を的確に理解し
語彙を豊かにする。
・本文の大意を把握し、内容を的確に捉えて
表現を味わう。
・漢文における文法項目を正確に把握する。

・古典の世界に親しもうとしている。
・学んだ文法事項を正しく扱うことが
出来る。
・古典文学作品について主体的に学び
知識を深めようとしている。

○ ○ ○

合計

70

【新しい古典文法】動詞の活用、
形容詞、形容動詞
【グランステップ】今昔物語集、
伊曽保物語

定期考査

○

2

○

・古典の世界に親しもうとしている。
・学んだ文法事項を正しく扱うことが
出来る。
・古典文学作品について主体的に学び
知識を深めようとしている。

教科 国語 科目 古典基礎

2国語 古典基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

古文の読解に必要な国語の知識や技能を身に付
けるとともに、我が国の言語文化に対する理解
を深めることができるようにする。

古文特有の世界観に触れ、古人の想いに深く共感した
り豊かに想像したりする力を伸ばすとともに、創造的
に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力
を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりするこ
とができるようにする。

新しい古典文法、新しい古典文法演習ノート、グランステップ古典、核心古文単語351

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

古典基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 知 思 態

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、古
文世界の文化や言葉遣いに興味を持ち、我が国
の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉
を通して他社や社会に関わろうとする態度を養
う。

【学びに向かう力、人間性等】

南塚

３
学
期

２
学
期

【新しい古典文法】古典文法入
門、動詞の活用、係り結び
【グランステップ】古本説話集、
宇治拾遺物語、今昔物語集

・本文中の語句の意味や用法を的確に理解し
語彙を豊かにする。
・本文の大意を把握し、内容を的確に捉えて
表現を味わう。
・動詞、係り結びに関する文法項目を正確に
理解する。

・古典の世界に親しもうとしている。
・学んだ文法事項を正しく扱うことが
出来る。
・古典文学作品について主体的に学び
知識を深めようとしている。

・古典の世界に親しもうとしている。
・学んだ文法事項を正しく扱うことが
出来る。
・古典文学作品について主体的に学び
知識を深めようとしている。

定期考査

【新しい古典文法】助動詞
【グランステップ】更級日記、徒
然草、平家物語

・本文中の語句の意味や用法を的確に理解し
語彙を豊かにする。
・本文の大意を把握し、内容を的確に捉えて
表現を味わう。
・助動詞に関する文法項目を正確に理解す
る。

・古典の世界に親しもうとしている。
・学んだ文法事項を正しく扱うことが
出来る。
・古典文学作品について主体的に学び
知識を深めようとしている。

定期考査

・本文中の語句の意味や用法を的確に理解し
語彙を豊かにする。
・本文の大意を把握し、内容を的確に捉えて
表現を味わう。
・助動詞に関する文法項目を正確に理解す
る。

2

○

１
学
期

【新しい古典文法】動詞の活用、
形容詞、形容動詞
【グランステップ】今昔物語集、
伊曽保物語

・本文中の語句の意味や用法を的確に理解し
語彙を豊かにする。
・本文の大意を把握し、内容を的確に捉えて
表現を味わう。
・用言に関する文法項目を正確に理解する。

○ ○ ○ 12

○ 14

10

12

○ ○ ○

○ ○ ○

指導項目・内容 評価規準
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年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ 20

○ ○

２
学
期

３
学
期

26

定期考査
○ ○ 1

単元　心と向き合う

心について様々な視点から考える。

「恐怖とは何か」
「生命との関わり」
①評論文の構成を理解する。
②筆者の考えを正確に読み取る。
③構成を意識して考えを表現する。

○

①評論文の構成を理解している。
②筆者の考えを正確に読み取っている。
③構成を意識して考えを表現している。

○

1

○ 20

定期考査 ○ ○ 1

単元　リスク社会を生きる

「リスク社会」について考える。

「コンコルドの誤り」
「リスク社会論」
①評論文の構成を理解する。
②筆者の考えを正確に読み取る。
③構成を意識して考えを表現する。

○ ○ ○

①評論文の構成を理解している。
②筆者の考えを正確に読み取っている。
③構成を意識して考えを表現している。

○

○ ○

○

単元　言葉を見つめる

社会的視点から言葉を考える。

「夢は何語で見る？」
「対話の言葉を作る」
①評論文の構成を理解する。
②筆者の考えを正確に読み取る。
③構成を意識して考えを表現する。

○

①評論文の構成を理解している。
②筆者の考えを正確に読み取っている。
③構成を意識して考えを表現している。

○ ○

18

定期考査
○ ○ 1

単元　生命について考える

様々な観点から生命について考え
る。

「病と科学」
「動的平衡」
①評論文の構成を理解する。
②筆者の考えを正確に読み取る。
③構成を意識して考えを表現する。

○ ○ ○

①評論文の構成を理解している。
②筆者の考えを正確に読み取っている。
③構成を意識して考えを表現している。

○ ○

16

○

○ ○

論理国語

配当
時数

（１組：髙杉）

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

国語 論理国語

（２組：山岸） （３組：髙杉） （４組：山岸） （５組：髙杉）

態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、論理的に構成された
文章表現のありかたや、場面や意図に応じた適
切な語彙選択に対する理解を深めることができ
るようにする。													

「精選　論理国語」三省堂

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言語感覚を磨き、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

領域

教科 国語 科目 論理国語

3

合計

105

語彙や文章構成を駆使して適切に表現する力を伸ば
すとともに、示された文章内容を表現に即して適切
に読み取り、読み取った考え方に対して持論や意見
を持つことができるようにする。													
													

（６組：山岸）

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、論
理的に構成された文章の意義や価値を確かめさ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を
深め、言葉を通して他社や社会に関わろうとす
る態度を養う。													

1

評価規準 知

【思考力、判断力、表現力等】

①評論文の構成を理解している。
②筆者の考えを正確に読み取っている。
③構成を意識して考えを表現している。

○ ○ ○○○

単元　論理国語へのいざない

論理的な文章を読み取るうえで大切
なことを考える。

「論理力と思考力」
「納得の構造」
①評論文の構成を理解する。
②筆者の考えを正確に読み取る。
③構成を意識して考えを表現する。

○

１
学
期

定期考査

○ ○

定期考査

○ ○



1／1

年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読
評価規準 知

24

○ 18

28

①小論文の構成を理解している。
②テーマに対して意見を持つことができてい
る。
③構成を考えて意見を書いている。

○ ○ ○

○ ○

合計

70

他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思
いや考えを広げたり深めたりすることができるよう
にする。

○

○

①話し合いの方法を理解している。
②効果的な話し方を考えている。
③相手を納得させる話の進め方を考えている。

○ ○

①言葉や表現を工夫している。
②語彙を増やせている。

○○

○

領域

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

配当
時数

態

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

『国語表現』大修館書店

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【思考力、判断力、表現力等】

国語 科目 国語表現

2

国語表現

山岸

【 知　識　及　び　技　能 】

国語 国語表現

生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

単元　表現を楽しむ

言葉の感覚を身につけ語彙力を高め
るさまざまな活動に取り組む。

「言葉で遊ぶ」
「魅力的なポスターを作ろう」
「エッセイを書こう」
①言葉や表現を工夫する。
②語彙を増やす。

単元　会話・議論・発表

目的に合った話し方を身につけ、効
果的な表現方法を工夫する。

「建設的な議論の進め方」
「スピーチをしよう」
「プレゼンテーションの工夫」
①話し合いの方法を理解する。
②効果的な話し方を考える。
③相手を納得させる話の進め方を考
える。

教科

【知識及び技能】

○

３
学
期

○

【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

２
学
期

単元　小論文・レポート入門

自分の意見の理由・根拠をはっきり
示しながら論理的に文章を書く。

「反論を想定して書く」
「文章を読み取って書く」
「発想を広げて書く」
①小論文の構成を理解する。
②テーマに対して意見を持つことが
できる。
③構成を考えて意見を書く。



年間授業計画

久留米西高等学校　令和４年度以降入学生用

教　科： 科　目： 単位数： 2 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話・聞 書 読

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や
技能を身に付けるとともに、文学の鑑賞に必要な漢字
や語句の運用について理解を深めることができるよう
にする。

語彙や文章構成を駆使して適切に表現する力を伸
ばすとともに、小説作品から自身の想像を膨らませ、鑑賞の経過
や心の動きの変化を適切に表現す
ることができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
論理的に構成された文章の意義や価値を確かめ
させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚
を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうと
する態度を養う。

『精選文学国語』三省堂・『小説速読トレーニング』数研出版・『国語便覧ワークノート』第一学習社

国語

【 知　識　及　び　技　能 】 生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】 生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

【学びに向かう力、人間性等】 言語感覚を磨き、生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

文学鑑賞

教科 国語 科目 文学鑑賞

国語 文学鑑賞

（　竹内　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思知

〇 〇

〇

12〇

・小説の読解を通して、自らの考えを適切
な語彙や文章で表現することができている。
・小説の読解を通して、他者の考えに触れ、
自らの理解や思考を深めることができてい
る。
・文学史の学習を通して、我が国の言語文化
の特徴とその価値について適切に理解するこ
とができている。
・小説を迅速に読解し、その内容を適切に理
解することができている。
・自らの学習を振り返り、今後の小説読解の
目標と道筋を設定することができている。

〇 〇 〇

配当
時数

態

小説作品多読多解②

〇主に現代短編小説の多読多解に取り組ませながら、下
記の指導を行う。
・初読の感想を共有するための話し合い活動を行わせ
る。
・読解ポイントの確認と再読を行わせる。
・鑑賞のまとめとしてのレポートを作成させる。
〇中古文学史における基礎知識を学習させ、身に付けさ
せる。
・文学史上の作品群の位置づけや価値を確認させる。
〇小説の速読力・読解力を向上させる。
・小説速読トレーニングを６回～10回を実施し、実力を
高めさせる。
・小説作品の読解を行わせる。

〇

10

1

領域
評価規準

２
学
期

〇

１
学
期

定期考査 〇

定期考査
〇

〇

小説作品多読多解①

〇主に現代短編小説の多読多解に取り組ませながら、下
記の指導を行う。
・初読の感想を共有するための話し合い活動を行わせ
る。
・読解ポイントの確認と再読を行わせる。
・鑑賞のまとめとしてのレポートを作成させる。
〇中古文学史における基礎知識を学習させ、身に付けさ
せる。
・文学史上の作品群の位置づけや価値を確認させる。
〇小説の速読力・読解力を向上させる。
・小説速読トレーニングを１回～５回を実施し、実力を
高めさせる。
・小説作品の読解を行わせる。

〇 〇 〇

小説作品多読多解④

〇主に現代短編小説の多読多解に取り組ませながら、下
記の指導を行う。
・初読の感想を共有するための話し合い活動を行わせ
る。
・読解ポイントの確認と再読を行わせる。
・鑑賞のまとめとしてのレポートを作成させる。
〇中古文学史における基礎知識を学習させ、身に付けさ
せる。
・文学史上の作品群の位置づけや価値を確認させる。
〇小説の速読力・読解力を向上させる。
・小説速読トレーニングを16回～20回を実施し、実力を
高めさせる。
・小説作品の読解を行わせる。

〇 〇

12

〇既習内容を正確に理解できている。

1既習内容を正確に理解できている。

小説作品多読多解③

〇主に現代短編小説の多読多解に取り組ませながら、下
記の指導を行う。
・初読の感想を共有するための話し合い活動を行わせ
る。
・読解ポイントの確認と再読を行わせる。
・鑑賞のまとめとしてのレポートを作成させる。
〇中古文学史における基礎知識を学習させ、身に付けさ
せる。
・文学史上の作品群の位置づけや価値を確認させる。
〇小説の速読力・読解力を向上させる。
・小説速読トレーニングを11回～15回を実施し、実力を
高めさせる。
・小説作品の読解を行わせる。

〇 〇 〇

・小説の読解を通して、自らの考えを適切
な語彙や文章で表現することができている。
・小説の読解を通して、他者の考えに触れ、
自らの理解や思考を深めることができてい
る。
・文学史の学習を通して、我が国の言語文化
の特徴とその価値について適切に理解するこ
とができている。
・小説を迅速に読解し、その内容を適切に理
解することができている。
・自らの学習を振り返り、今後の小説読解の
目標と道筋を設定することができている。

〇 〇 〇

〇 〇

・小説の読解を通して、自らの考えを適切
な語彙や文章で表現することができている。
・小説の読解を通して、他者の考えに触れ、
自らの理解や思考を深めることができてい
る。
・文学史の学習を通して、我が国の言語文化
の特徴とその価値について適切に理解するこ
とができている。
・小説を迅速に読解し、その内容を適切に理
解することができている。
・自らの学習を振り返り、今後の小説読解の
目標と道筋を設定することができている。

〇 〇

・小説の読解を通して、自らの考えを適切
な語彙や文章で表現することができている。
・小説の読解を通して、他者の考えに触れ、
自らの理解や思考を深めることができてい
る。
・文学史の学習を通して、我が国の言語文化
の特徴とその価値について適切に理解するこ
とができている。
・小説を迅速に読解し、その内容を適切に理
解することができている。
・自らの学習を振り返り、今後の小説読解の
目標と道筋を設定することができている。

〇 〇 〇 14

定期考査 〇 〇 既習内容を正確に理解できている。 〇 〇 1

〇

1

３
学
期

小説作品多読多解⑤

〇主に現代短編小説の多読多解に取り組ませながら、下
記の指導を行う。
・初読の感想を共有するための話し合い活動を行わせ
る。
・読解ポイントの確認と再読を行わせる。
・鑑賞のまとめとしてのレポートを作成させる。
〇中古文学史における基礎知識を学習させ、身に付けさ
せる。
・文学史上の作品群の位置づけや価値を確認させる。
〇小説の速読力・読解力を向上させる。
・小説速読トレーニングを20回を実施し、実力を高めさ
せる。
・小説作品の読解を行わせる。

〇 〇 〇

・小説の読解を通して、自らの考えを適切
な語彙や文章で表現することができている。
・小説の読解を通して、他者の考えに触れ、
自らの理解や思考を深めることができてい
る。
・文学史の学習を通して、我が国の言語文化
の特徴とその価値について適切に理解するこ
とができている。
・小説を迅速に読解し、その内容を適切に理
解することができている。
・自らの学習を振り返り、今後の小説読解の
目標と道筋を設定することができている。

〇 〇 〇 16

定期考査 〇 〇 既習内容を正確に理解できている。 〇 〇

合計

70

2

定期考査 〇 〇 既習内容を正確に理解できている。 〇〇


